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第17回税に関する絵はがきコンクール入賞作品
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澁江来偉翔さん浜田小

伊藤　珈乃さん

八幡小
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澁江亜偉翔さん

十坂小
齋藤　真衣さん

十坂小
佐藤　成穗さん

松陵小
荒川　瑠々さん

松陵小
土屋　太馳さん

西荒瀬小
岩﨑　諒介さん

西荒瀬小
日下部京介さん

亀ケ崎小
斉藤　　杏さん
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斎藤　紗菜さん

八幡小
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広野小
佐藤　　倭さん

南平田小
佐藤　和花さん
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新堀小
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戸塚　朝飛さん
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土田奈乃葉さん
新堀小

佐藤　朱浬さん

広野小
冨樫　乃愛さん

浜田小
石橋幸太郎さん亀ケ崎小

菅原　理央さん
西荒瀬小

鈴木　なつさん
新堀小

成田　歩積さん
新堀小

原田　紗帆さん
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
酒
田
法
人
会
の
諸
活
動
に
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
や
、イ
ス
ラ
エ
ル
・

パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
の
拡
大
、
米
国
大
統
領
選
挙
に
よ
る
政
権
交
代
な
ど
、

世
界
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
経
済
の
先
行
き
も
不
透
明

と
な
り
ま
し
た
。
国
内
で
も
、
昨
年
三
月
に
日
本
銀
行
が
物
価
の
上
昇

に
対
応
し
て
異
次
元
の
金
融
緩
和
を
終
了
し
、
十
七
年
ぶ
り
と
な
る
利

上
げ
に
踏
み
切
り
、
賃
上
げ
に
お
い
て
も
高
い
水
準
の
上
昇
率
を
記
録

す
る
な
ど
、
日
本
の
経
済
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
全
国
的
な
人
手
不
足
に
物
価
の
上
昇
も
加
わ
り
、

企
業
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
導
入
や
定
額
減
税
な
ど
に
よ
る
事
務
の
増
大
は
、
特
に
中
小

企
業
に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
経
済
を
支
え
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る

中
小
企
業
の
活
性
化
が
不
可
欠
で
あ
り
、
政
府
に
お
い
て
民
間
の
活
力

を
最
大
限
引
き
出
す
た
め
の
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企

業
自
ら
に
お
い
て
も
、
い
ち
早
く
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

経
営
改
革
を
行
う
こ
と
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

法
人
会
は
、
多
様
な
業
種
が
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
強
み
を

活
か
し
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
法
人
会
の
持
つ
力
を
フ
ル
に
発

揮
し
て
、
企
業
・
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
組
織
基
盤
の
強
化
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
会
員
拡
大
に
よ
り
一

層
力
を
入
れ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
酒
田
法
人
会
に
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
の
ご
健
康
と
事
業
の
ご
繫
栄
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
七
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

池
田
会
長
を
は
じ
め
公
益
社
団
法
人
酒
田
法
人
会
の
役
員
の
皆
様
方
、
会

員
の
皆
様
方
に
は
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
特
段
の
ご
支
援

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
元
日
の
能
登
半
島
地
震
に
始
ま
り
、

観
測
史
上
一
位
の
高
温
と
局
地
的
な
雷
雨
や
台
風
の
接
近
な
ど
に
よ
り
、
異

常
猛
暑
と
多
雨
の
夏
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
庄
内
地
方
に
お
い
て
も
、
七
月
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
大
き
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
に
対
し
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

間
も
な
く
、
令
和
六
年
分
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告
期
間
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
酒
田
税
務
署
と
し
て
は
被
災
さ
れ
た
方
に
寄
り
添
っ
て
、

雑
損
控
除
等
の
申
告
、
相
談
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
の
際
は
、

お
自
宅
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
申
告
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
提
出
さ
れ
た「
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
」
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
従

業
員
の
方
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
に
、「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
の

ｅ

-

Ｔ
ａ
ｘ
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
公
益
社
団
法
人
酒
田
法
人
会
並
び
に
会
員
の
皆
様

方
に
と
っ
て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
企
業
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
、
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
益
社
団
法
人 

酒
田
法
人
会

会
　
長
　
池
田
　
求

酒
田
税
務
署

署
　
長
　
田
中
健
一

副会長・税制委員長
尾沼　　馨

北部地区長
大場　弥市

駅東地区長
佐藤　憲二

中央上地区長
菊池　恒夫

東部地区長
菅原　　靖

副会長・厚生委員長
林　浩一郎

副会長・広報委員長
前田　直之

河南地区長
仲條　甚一

松山地区長
池田　　新

中央下地区長
阿部　敏則

南部地区長
斉藤　　淳

遊佐地区長
松宮　竜也

八幡地区長
高橋　正幸

平田地区長
佐藤　達也

副会長・総務委員長
齋藤　英輔

副会長・組織委員長
斉藤　　透

公益社団法人　酒 田 法 人 会 令和７年１月１日　第27号 ⑵　



　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
青
年
部
の
会
員
の
皆
様
か
ら
は
、

様
々
な
活
動
に
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
青
年
部
は
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、「
企
業
の
発
展
を
支
援
し
、

地
域
の
振
興
に
寄
与
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に

貢
献
す
る
」
と
い
う
法
人
会
の
理
念
を
実
現
す

べ
く
、
青
年
部
の
三
本
柱
で
あ
る
、「
租
税
教

育
活
動
」「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
」

「
部
会
員
増
強
」
を
軸
に
活
動
を
推
進
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

中
で
も「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
」

に
つ
い
て
は
、
主
体
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組

む
た
め
の
「
指
針
」
と
、
広
く
浸
透
さ
せ
る
た

め
の
「
運
営
要
領
」
を
定
め
、
法
人
会
青
年
部

会
「
財
政
健
全
化
の
た
め
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
決
意
表
明
と
し
て
『
法
人
会
か
ら
日

本
を
変
え
る
！
』
を
掲
げ
て
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
令
和
六
年
度
か
ら
全
法
連
に
「
健

康
経
営
推
進
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
青

年
部
会
を
中
心
に
推
進
し
て
き
た
本
取
組
み
を

法
人
会
全
体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
日
本
の
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
使
命
感
と
責
任
感
を
も
っ
て
国

の
財
政
健
全
化
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

本
年
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、
会
員
の

拡
大
を
進
め
、
多
く
の
仲
間
と
情
報
交
換
や
親

睦
を
深
め
る
と
共
に
、
青
年
部
会
と
し
て
の
有

意
義
な
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
ご
健

康
と
、
会
員
企
業
様
の
更
な
る
発
展
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
研
修
部
会
の
活
動
に
、
格
別
な
ご
高

配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

研
修
部
会
（
三
水
会
）
は
毎
月
第
三
水
曜
日

を
基
本
に
様
々
な
講
師
の
方
か
ら
講
義
を
し
て

頂
き
、
税
制
改
正
の
周
知
や
経
理
・
税
務
の
知

識
の
向
上
な
ど
を
目
的
と
し
た
例
会
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

令
和
六
年
度
は
、
通
常
総
会
後
の
特
別
講
演

会
と
し
て
山
形
財
務
事
務
所
・
東
北
財
務
局
・

東
北
経
済
産
業
局
の
方
々
よ
り
、
新
年
度
に
ふ

さ
わ
し
い
方
向
性
等
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
五
月
は
、
酒
田
税
務
署
担
当
官
よ
り
税
制

改
正
・
定
額
減
税
、
七
月
は
、
米
沢
方
面
へ
の

視
察
研
修
で
見
学
企
業
の
視
察
と
青
年
部
・
女

性
部
の
参
加
者
の
皆
様
と
懇
親
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
八
月
は
、
酒
田
市
内
企
業

一
〇
〇
年
の
歩
み
、
九
月
・
十
月
は
Ｄ
Ｘ
セ
ミ

ナ
ー
実
施
等
、
昨
年
四
月
の
通
常
総
会
で
決
め

た
事
業
を
計
画
通
り
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
部
会
員
の
皆
様
の
頑
張
り
と

法
人
会
事
務
局
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
三
月
ま
で
の
例
会
は
、
一
月
に

税
務
署
長
講
話
・
二
月
に
「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」・
三
月
に
は
総
務
・
経
理
の

原
点
に
立
ち
返
り
「
総
務
・
経
理
担
当
者
と
し

て
の
心
構
え
に
つ
い
て
」
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

本
年
も
研
修
部
会
は
、
様
々
な
分
野
か
ら
講

師
を
招
い
て
例
会
を
行
い
、
部
会
員
の
皆
様
が

各
事
業
所
の
発
展
の
お
役
に
立
て
る
知
識
の
会

得
と
部
会
員
同
士
の
親
睦
を
大
切
に
運
営
し
て

い
き
ま
す
。
本
年
四
月
か
ら
始
ま
る
次
年
度
で

ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
い
内
容
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

二
月
上
旬
ま
で
研
修
部
会
の
幹
事
か
法
人
会
事

務
局
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
意
見
を

前
向
き
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
法
人
会
会
員
企
業
の
益
々
の
ご
繁

栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
会
員
の
皆
様
に
は
、
多
岐
に
わ
た

る
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

部
会
長
二
年
生
の
ス
タ
ー
ト
と
共
に
、
ま
ず

は
四
月
の
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
第
十
八
回
法

人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
広
島
大
会
に
、
前

年
同
様
役
員
一
同
で
参
加
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、

酒
田
の
勢
い
・
団
結
力
の
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

松
山
大
会
か
ら
続
く
フ
ー
ド
ロ
ス
に
対
す
る
取

り
組
み
は
、
他
団
体
に
て
開
催
し
て
い
る
「
庄

内
ち
い
き
食
堂
」
に
賞
味
期
限
内
の
食
材
や
衣

服
と
人
的
支
援
等
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

継
続
事
業
の
青
年
部
会
と
の
共
同
事
業
「
出

前
租
税
教
室
」
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
達
が
楽

し
そ
う
に
学
ん
で
い
る
姿
を
拝
見
し
、
ま
た
六

年
生
対
象
の
「
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
、

一
作
品
が
山
形
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
ト
ッ
プ
10

入
り
し
、
東
北
六
県
法
人
会
連
合
会
の
選
考
会

で
山
形
県
法
人
会
連
合
会
会
長
賞
を
受
賞
、
三

作
品
が
県
で
入
賞
す
る
な
ど
、
事
業
を
通
し
て

多
く
の
喜
び
や
充
実
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
好
評
の
「
継
続
的
な
軽
運
動
で
貯

筋
を
目
指
そ
う
」
は
今
後
も
続
け
た
い
事
業
の

一
つ
で
す
。
多
く
の
会
員
さ
ん
に
ご
参
加
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を

頂
き
な
が
ら
、
積
極
的
に
楽
し
く
学
び
活
動
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

青
年
部
会
長

大
川
賢
一

女
性
部
会
長

小
野
木
聡
美

研
修
部
会
長

土
井
　
淳

副会長・税制委員長
尾沼　　馨

北部地区長
大場　弥市

駅東地区長
佐藤　憲二

中央上地区長
菊池　恒夫

東部地区長
菅原　　靖

副会長・厚生委員長
林　浩一郎

副会長・広報委員長
前田　直之

河南地区長
仲條　甚一

松山地区長
池田　　新

中央下地区長
阿部　敏則

南部地区長
斉藤　　淳

遊佐地区長
松宮　竜也

八幡地区長
高橋　正幸

平田地区長
佐藤　達也

副会長・総務委員長
齋藤　英輔

副会長・組織委員長
斉藤　　透

公益社団法人　酒 田 法 人 会令和７年１月１日 第27号　　⑶



や
認
定
に
つ
い
て
の
弾
力
的
対
応

と
設
備
投
資
支
援
措
置
の
適
用
期

限
延
長
。

④
事
務
負
担
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
つ
な
が
る
よ
う
な
支
援
。

二
　
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

①
事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り

離
し
た
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制

の
創
設
。

②
取
引
相
場
の
な
い
株
式
は
評
価
の

在
り
方
を
見
直
す
。

③
相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制

度
を
免
除
制
度
に
改
め
る
。

三
　
消
費
税
へ
の
対
応

　

軽
減
税
率
制
度
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
つ
い
て
、
影
響
や
効
果
を
検
証

し
、
問
題
が
あ
れ
ば
制
度
の
是
非
も

含
め
て
そ
の
見
直
し
を
。

独
自
提
言
と
し
て
は
、

①
物
価
高
騰
や
人
手
不
足
が
続
く
中
、

七
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
更
な
る

苦
境
に
立
た
さ
れ
、
中
小
企
業
は

懸
命
な
努
力
を
続
け
て
い
る
。
中

小
企
業
に
元
気
を
与
え
る
よ
う
な

支
援
策
を
強
化
す
る
。

②
地
方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
る
一

方
、
若
者
、
特
に
女
性
の
転
出
が

顕
著
で
あ
る
。
女
性
・
若
者
の
人

生
設
計
に
お
い
て
、
酒
田
・
遊
佐

（
庄
内
）
で
の
生
活
が
選
択
さ
れ

る
よ
う
、
女
性
・
若
者
の
視
点
に

立
っ
た
環
境
整
備
を
進
め
る
。

③
名
実
と
も
に
酒
田
市
が
「
日
本
一

女
性
が
働
き
や
す
い
ま
ち
」
と
な

る
よ
う
、
遊
佐
町
の
「
手
厚
い
子

育
て
支
援
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
実
現
す
る
よ
う
、
目
標
達
成
の

　

令
和
七
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
書
を
、
十
二
月
二
日
㈪
、
池
田

求
会
長
と
尾
沼
馨
副
会
長
（
税
制
委

員
長
）、
税
制
委
員
会
の
前
田
英
樹

委
員
が
、
矢
口
明
子
酒
田
市
長
、
佐

藤
猛
市
議
会
議
長
と
池
田
博
夫
副
議

長
に
、
十
二
月
十
日
㈫
、
池
田
会
長

と
尾
沼
副
会
長
、
税
制
委
員
会
の
池

田
順
一
委
員
、
前
田
委
員
、
鈴
木
啓

一
郎
委
員
が
、
松
永
裕
美
遊
佐
町
長
、

髙
橋
冠
治
町
議
会
議
長
に
提
出
し
、

独
自
提
言
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

全
法
連
で
は
政
党
及
び
関
係
省
庁

等
に
提
言
活
動
を
行
い
、
各
単
位
会

で
は
地
域
の
実
態
を
踏
ま
え
た
独
自

提
言
も
含
め
、
自
治
体
や
議
会
に
提

言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
法
連
の
提
言
で
は
、
次
の
四
つ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

〇
「
金
利
の
あ
る
世
界
」
が
到
来
。

新
た
な
財
政
健
全
目
標
の
策
定

を
！

〇
企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を

抑
制
し
、
経
済
成
長
を
阻
害
し
な

い
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！

○
人
手
不
足
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境

を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
の
活
性
化

に
資
す
る
税
制
措
置
を
！

〇
中
小
企
業
は
地
域
経
済
と
雇
用
の

担
い
手
。
本
格
的
な
事
業
承
継
税

制
の
創
設
を
！

【
Ⅰ
】
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

一
　
財
政
健
全
化
に
向
け
て

「
金
利
の
あ
る
世
界
」
が
現
実
に
到

来
す
る
中
で
、
今
後
の
金
利
上
昇
に

備
え
て
財
政
健
全
化
が
必
要
。

二
　
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本

的
な
考
え
方

適
正
な
「
負
担
」
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、「
給
付
の
重
点
化
・
効
率
化
」

に
よ
り
可
能
な
限
り
抑
制
。

三
　
行
政
改
革
の
徹
底
等

「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」
の
精
神
で

行
政
改
革
を
徹
底
。

四
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

制
度
の
意
義
と
効
果
を
明
示
し
、
利

用
拡
大
を
促
す
と
と
も
に
、
国
民
の

不
安
を
払
拭
し
、
信
頼
の
回
復
に
努

め
る
。

【
Ⅱ
】
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

一
　
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る

税
制
措
置

①
中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税

率
の
特
例
十
五
％
の
本
則
化
、
適

用
所
得
金
額
の
引
上
げ

②
「
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
」「
少

額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額
の

損
金
算
入
の
特
例
措
置
」
の
拡
充
。

③
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
等
の
適

用
に
当
た
っ
て
手
続
き
の
簡
素
化

た
め
の
各
種
指
標
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
数
値
目
標
の
達
成

を
目
指
す
。

④
住
民
の
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ

リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
よ
う
対
応

し
、
住
民
と
行
政
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
を
実
現
す
る
。

⑤
洋
上
風
力
発
電
酒
田
沖
の
促
進
区

域
早
期
指
定
に
向
け
、
民
間
企
業

と
連
携
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
酒
田
港
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
形
成
の
検
討

を
進
め
る
。
遊
佐
町
沖
の
選
定
事

業
者
に
は
、
地
域
の
発
展
・
活
性

化
、
振
興
策
へ
の
積
極
的
な
参
画

を
促
す
。

⑥
将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
よ

う
、
市
街
地
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
や

公
共
施
設
等
適
正
化
の
着
実
な
実

行
、
旧
町
地
域
振
興
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
策
定
、
遊
佐
町
総
合
発

展
計
画
を
現
状
に
合
っ
た
も
の
に

見
直
す
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
る
。

⑦
住
民
の
意
見
を
柔
軟
に
取
り
入
れ

る
な
ど
、
前
例
に
捉
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
議
会
の
活
性
化
に
継
続
的

に
取
り
組
む
。

⑧
令
和
六
年
度
か
ら
森
林
環
境
譲
与

税
の
財
源
と
し
て
森
林
環
境
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
税

が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
等

に
つ
い
て
検
証
を
行
い
、
住
民
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
を
行
う
。

　

以
上
の
八
項
目
に
つ
い
て
、
酒
田

市
と
遊
佐
町
に
提
言
し
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

令
和
七
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　
　 
酒
田
市
長
・
遊
佐
町
長
・
議
会
議
長
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

提
言
活
動
を
行
い
ま
し
た

矢口酒田市長に提言書提出矢口酒田市長に提言書提出

酒田市議会　佐藤議長と池田副議長に提出酒田市議会　佐藤議長と池田副議長に提出

遊佐町　松永町長と髙橋議長に提出遊佐町　松永町長と髙橋議長に提出
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　今年度の実績を総括し、令和７年度の運営方針を
決定する第14回通常総会を次のとおり行います。

日時　令和７年５月23日㈮
　　　午後２時30分
会場　ベルナール酒田
記念講演
　木久蔵流、
　　コミュニケーション術
講師
　落語家　林家　木久蔵 氏

インターネットセミナーの活用を！インターネットセミナーの活用を！

☆いつでも、どこでも、好きなだけ
　ご利用いただけます
☆映像と音声による本格的セミナーが受講できます
☆忙しくて研修会に参加できない方に最適です
☆社内研修や経営者の自己研鑽にご活用ください

◎視聴の仕方
酒田法人会のホームページから
インターネットを選択
【ログインはこちら】を選択
ＩＤは【ｈｊ１７０９】
パスワードは【４７７２】

◎利用状況
アクセス数 ログイン数 アクセス数 ログイン数

４月 484 98 ７月 327 54
５月 465 81 ８月 360 51
６月 436 72 ９月 566 75

（令和６年10月）

　

第
十
七
回
目
と
な
る
令
和
六
年
度

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
選
考
会
が
、
十
月
二
八
日
㈪
、

酒
田
税
務
署
長
を
お
迎
え
し
、
酒
田

法
人
会
の
会
長
と
女
性
部
会
役
員
、

青
年
部
会
長
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

十
三
の
小
学
校
か
ら
二
六
一
作
品

が
寄
せ
ら
れ
、
三
十
の
優
秀
作
品
を

決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
酒

田
税
務
署
長
賞
に
は
浜
田
小
学
校
の

伊
藤
珈
乃
（
か
の
）
さ
ん
、
酒
田
法

人
会
長
賞
に
は
八
幡
小
学
校
の
石
垣

莉
央
（
り
お
）
さ
ん
、
女
性
部
会
長

賞
に
は
泉
小
学
校
の
澁
江
来
偉
翔

（
ら
い
と
）
さ
ん
、
青
年
部
会
長
賞

に
は
泉
小
学
校
の
澁
江
亜
偉
翔
（
あ

い
と
）
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
十
作
の
優
秀
作
品
は
山

形
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
選
考
対
象
と

な
り
、
前
出
の
各
賞
受
賞
の
四
人
の

作
品
が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

更
に
、
浜
田
小
学
校
の
伊
藤
珈
乃

さ
ん
は
、
東
北
六
県
選
考
会
で
も
山

形
県
法
人
会
連
合
会
会
長
賞
に
選
ば

れ
、
ト
リ
プ
ル
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

第14回　通常総会　日程

　中小企業が大規模自然災害等のリスクに備え、「事
業継続力」をどう高め、災害対策と経営力強化をどう両
立するか、取組事例から学びます。

＜ＡＩＧ損害保険㈱との共催事業＞
取組事例に学ぶ「事業継続力強化」
～ 有事に役立つ対応力強化のポイント ～

経営セミナー

日時　令和７年２月19日㈬
　　　午後２時～４時
会場　酒田市総合文化センター　410・411
講師　（独）中小機構中小企業アドバイザー（経営支援）
　　　　髙山　千佳歳 氏
　　　（独）中小企業基盤整備機構災害対策支援部長
　　　　長谷川　貴則 氏

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
決
定
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令令 和和 ６ ６ 年年 度度 活活 動動 のの ああ れれ ここ れれ

出前租税教室

女性部会庄内ちいき食堂協力
５月、７月、９月

全国青年の集い（福井）
11月7日～8日

年末調整講習会
11月15日

ゴルフ交流会
６月９日、９月16日

6月 21日　浜田小
7月 3 日　新堀小

6月 18日　松原小
7月 1 日　一條小

税を考える週間周知事業
１１月1日～8日

三水会８月例会（百年企業）
8月21日

女性部会健康セミナー（貯筋運動）
8月23日、11月15日

三水会課外研修（南陽、米沢）
７月17日

全集中「いざっ！本番！」

おめでとうございます
令和６年度 納税表彰が行われました

　「税を考える週間（11月11日〜17日）」期間中の11月12日㈫、
ホテルリッチ＆ガーデン酒田で、税の知識の普及、申告納税制
度の定着・発展及び納税思想の
向上の功績者を表彰する、納税
表彰式が行われ、副会長で税制
委員長の和光食材株式会社代表
取締役　尾沼馨氏に、田中健一
酒田税務署長より表彰状が贈ら
れました。
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